
農場通信 2 月号 

冬の日照不足にはコレ！� 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

いつもご覧いただきありがとうございます◎ 寒さが本格的となってきました… 

1 月下旬には、数年に 1 度の寒波が押し寄せてきました �����	
 

 

そんな今月は、研究農場の≪冬の日射不足の対策≫をご紹介します！ 

 

冬は気温が低いことに合わせ、日射量も低くなっています。（下グラフ参照・豊橋・2019-2021） 

2023 年 2 月 17 日にイチゴ栽培見学会があります！ お待ちしております♪ 

今月の 

トピック 

詳細は各担当者までお問い合わせください。 
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12～1 月が 

いちばん低い時期！ 
春～夏の半分以下！ 

例年このあたりでは、日射不足の影響で、 

≪栄養成長になりすぎた≫≪なんかふわっとしている≫ という雰囲気になります。 

 

これらは、花芽の充実に悪影響を与えてしまいます…(´;ω;｀) 

 

そこで研究農場では、≪プリベンタ・マグ≫を葉面散布で使用しています(^o^)丿 

 

 

マグネシウムが光合成能力を高め、 

植物の代謝を活性化！ 

 樹がよく締まった ��  すぐに効果が現れた ���� 

週に 1 回の消毒に、 

1000 倍～2000 倍で混ぜて使いました！ 

 

※亜リン酸はアルカリ性農薬や石灰硫黄合材、 

銅剤との混用は避けてください 


